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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、グリコシルホスファチジルイノシトール（GPI）アンカーの生合成に関与する小胞体関連タンパク質をコードします。GPIアンカーは多くの血液細胞に存在する糖脂質であり、タンパク質を細胞表面に固定する役割を果たします。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、小胞体の細胞質側にあるホスファチジルイノシトール（PI）にGlcNAcを転移するGPI N-アセチルグルコサミニル（GlcNAc）トランスフェラーゼのサブユニットです。 [RefSeq提供、2008年7月]、触媒活性：UDP-N-アセチル-D-グルコサミン + 1-ホスファチジル-1D-ミオイノシトール = UDP + 6-(N-アセチル-アルファ-D-グルコサミニル)-1-ホスファチジル-1D-ミオイノシトール。、機能：GPI生合成の最初のステップである、UDP-N-アセチルグルコサミンからホスファチジルイノシトールへのN-アセチルグルコサミンの転移を触媒する複合体の一部。、オンライン情報：ホスファチジルイノシトールN-アセチルグルコサミニルトランスフェラーゼサブユニットH、経路：糖脂質生合成;グリコシルホスファチジルイノシトールアンカー生合成。,類似性:PIGHファミリーに属する。,サブユニット:PIGA、PIGC、PIGP、PIGQ、およびDPM2と関連する。DPM2は活性に必須ではない。,
	研究分野
	グリコシルホスファチジルイノシトール（GPI）アンカー生合成;
	画像データ
	

	PIGH抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

